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歴
史
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と
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日
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は
じ
め
に

　

昨
年
出
版
致
し
ま
し
た
、
拙
作
「
歴
史
散
歩
と
逸
話
」
は
、
お
蔭
様
で
皆
様
か
ら
ご
好
評
を
戴
き
、
筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
歴
史
散
歩
は
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
前
作
以
降
の
散
歩
に
つ
い

て
も
、
そ
の
都
度
、
旅
日
記
を
認
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
日
記
を
多
少
補
正
し
て
、
第
二
編
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

前
作
は
、「
逸
話
や
説
話
」
を
出
来
る
だ
け
多
く
記
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
各
々
の
旅
で
の
訪
問
先
を

限
定
し
て
、
各
「
話
」
の
表
題
と
し
、
逸
話
や
説
話
を
記
し
て
、
出
来
る
だ
け
簡
潔
に
概
要
を
記
述
す
る
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
た
。

実
際
は
、
各
旅
で
は
、
一
五
㎞
ほ
ど
の
距
離
を
数
ヶ
所
巡
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
第
二
編
は
、
旅
毎
で
の
訪
問
先
を
全
て
記

し
、
概
要
を
説
明
し
な
が
ら
、
史
実
や
伝
承
ま
た
逸
話
な
ど
を
交
え
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
各
「
話
」
は
、
そ
の

日
の
様
子
や
訪
問
先
に
つ
い
て
の
状
況
も
出
来
る
だ
け
詳
細
且
簡
潔
に
記
し
、
訪
問
時
の
季
節
や
天
候
を
寸
描
し
な
が
ら
、
訪
問
先

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
記
し
た
紀
行
文
で
も
あ
り
ま
す
。



　

尚
、
第
二
編
は
、
主
と
し
て
前
作
以
降
の
新
し
い
訪
問
先
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
あ
り
ま
す
が
、
史
実
や
伝
承
の
関
連
か
ら
、
前

作
に
記
し
た
内
容
と
重
複
す
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、
中
味
が
よ
り
濃
い
も
の
に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
敢
え
て
重
複
を
避
け
る

こ
と
は
控
え
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
史
実
や
伝
承
、
逸
話
等
に
つ
い
て
は
、
古
典
や
歴
史
書
、
古
今
の
考
古
・
歴
史
学
者
や
作
家
の

著
作
に
加
え
、
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
、
寺
社
の
縁
起
や
地
元
の
人
達
の
話
な
ど
か
ら
、
ご
教
示
戴
い
た
こ
と
が
基
に
な
っ
て
お
る

こ
と
は
、
前
作
同
様
で
あ
り
、
主
た
る
参
考
・
引
用
文
献
は
前
作
末
尾
に
記
載
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
も
、「
大
和
」、「
近
江
」、「
山
城
」、「
河
内
・
摂
津
」
の
主
な
畿
内
の
四
地
域
の
旅
日
記
で
あ
り
ま
す
。
余
暇
の
慰
み
と
し

て
ご
一
読
戴
け
れ
ば
、
大
変
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。
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第
一
話　

額
田
王
と
鏡
王
女
（
一
）

　

万
葉
の
女
流
歌
人
「
額
田
王
」
に
縁
が
深
い
と
謂
わ
れ
る
大
和
郡
山
市
の
「
額ぬ
か
た
べ
田
部
」
の
地
は
、
近
鉄
橿
原
線
の
「
平ひ
ら
は
た端
駅
」
か

ら
近
い
。

　
　
「
あ
ま
り
に
も
有
名
な
額
田
王
の
歌
」

　
　
　

あ
か
ね
さ
す　

紫
野
行
き
標
野
行
き　

野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る�

巻
一―

二
〇

　
　
　
　
　
（
人
は
見
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
あ
な
た
が
袖
を
お
振
り
に
な
る
の
を
）

　
　
「
こ
の
歌
に
対
す
る
大
海
人
皇
子
の
返
歌
」

　
　
　

む
ら
さ
き
の　

に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば　

人
妻
ゆ
え
に
わ
れ
恋
ひ
め
や
も�

巻
一―

二
一

　
　
　
　
　
（
紫
の
色
の
よ
う
に
つ
や
や
か
に
美
し
い
あ
な
た
を
、
憎
く
思
う
な
ら
ば
、
何
で
人
妻
で
あ
る
の
に
こ
の
私
が
恋
焦
が

れ
よ
う
か
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
散
歩



� �

＊
日
本
書
紀
・
天
武
二
年
に
あ
る
よ
う
に
、
額
ぬ
か
た
の
お
お
き
み

田
王
は
大
海
人
皇
子
妃
と
し
て
「
十と
い
ち
の
ひ
め
み
こ

市
皇
女
」
を
生
ん
だ
。
彼
女
は
、
後
に
天
智
天

　

皇
妃
と
な
り
、
娘
の
十
市
皇
女
は
、
天
智
の
大
友
皇
子
の
妃
と
な
り
、
大
津
宮
に
住
ん
だ
。
六
七
二
年
の
「
壬
申
の
乱
」
で
、
大

　

海
人
皇
子
が
、
大
友
皇
子
の
近
江
軍
に
勝
利
し
、
天
武
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
十
市
皇
女
は
、
大
海
人
皇
子
側

　

へ
近
江
の
動
向
を
こ
っ
そ
り
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
。

　

額
田
王
、
鏡
王
女
、
天
智
天
皇
、
藤
原
鎌
足
の
歌
数
首

一
．�「
額
田
王
が
、
天
智
天
皇
に
伴
っ
て
遷
都
し
た
「
大
津
宮
」
に
向
う
時
、
奈
良
山
で
歌
っ
た
と
さ
れ
る
歌
」

　
　
　

三
輪
山
を　

し
か
も
隠
す
か
雲
だ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
ろ
あ
ら
な
も
隠
さ
ふ
べ
し
や�

巻
一―

十
八

　
　
　
　
　
（
三
輪
山
を
そ
の
よ
う
に
隠
す
の
か
。
せ
め
て
雲
だ
け
で
も
思
い
や
り
が
あ
っ

て
ほ
し
い
。
三
輪
山
を
そ
の
よ
う
に
隠
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
）　　
　

二
．「
天
智
天
皇
が
鏡
王
女
に
贈
っ
た
歌
」

　
　
　

妹い
も

が
家
も　

継
ぎ
て
見
ま
し
を
大
和
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
の
嶺ね

に
家
も
あ
ら
ま
し
を　

�

巻
二―

九
一

　
　
　
　
　
（
大
和
の
大
島
の
嶺
に
貴
女
の
家
が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
に
な
あ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三輪山



� �

　
　
「
鏡
王
女
が
唱
和
し
た
歌
」

　
　
　

秋
山
の
木
の
下
隠か
く

り
行
く
水
の　

わ
れ
こ
そ
益ま
さ

め
思
ほ
す
よ
り
は�

巻
二―

九
二

　
　
　
　
（
秋
の
山
の
木
の
下
を
流
れ
ゆ
く
水
の
流
れ
が
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る
よ
う
に
、
私
の
思
い
は
貴
方
の
思
い
よ
り

　

は
、
ま
さ
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
．「
鎌
足
が
鏡
王
女
に
求
婚
し
た
時
、
鏡
王
女
か
ら
鎌
足
へ
の
歌
」

　
　
　

玉
く
し
げ　

覆
ふ
を
易
み
あ
け
て
行
か
ば　

君
が
名
は
あ
れ
ど
わ
が
名
惜
し
も�

巻
二―

九
三

　
　
　
　
（
覆
い
隠
す
の
が
た
や
す
い
こ
と
と
言
っ
て
、
夜
が
明
け
て
か
ら
帰
っ
た
な
ら
、
貴
方
の
浮
名
は
立
つ
の
は
と
も
か
く
、

私
の
ほ
う
は
困
り
ま
す
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
鎌
足
か
ら
鏡
王
女
へ
の
返
歌
」

　
　
　

玉
く
し
げ　

み
む
ろ
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら　

さ
寝
ず
は
つ
ひ
に
あ
り
か
つ
ま
し
じ

�

巻
二―

九
四

　
　
　
　
　
（
三
輪
山
の
さ
ね
か
ず
ら
で
は
な
い
が
、
共
寝
を
せ
ず
に
は
と
て
も
耐
え
て
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
）

四
．「
額
田
王
が
天
智
天
皇
を
恋
し
く
思
っ
て
歌
っ
た
歌
」

　
　
　

君
待
つ
と　

わ
が
恋
ひ
を
れ
ば
わ
が
宿
の　

す
だ
れ
う
ご
か
し
秋
の
風
吹
く

�

巻
四―

四
九
一

　
　
　
　
　
（
貴
方
の
お
い
で
を
待
っ
て
恋
焦
が
れ
て
い
る
と
、
わ
が
家
の
す
だ
れ
を
動
か
し
て
秋
の
風
が
吹
い
て
く
る
こ
と
だ
）



� �

　
　
「
鏡
王
女
が
作
っ
た
歌
」

　
　
　

風
を
だ
に　

恋
ふ
る
は
羨と
も

し
風
を
だ
に　

来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む�

巻
四―

四
九
二

　
　
　
　
　
（
風
だ
け
で
も
待
ち
焦
が
れ
て
い
ら
れ
る
の
は
羨
ま
し
い
。
せ
め
て
風
だ
け
で
も
来
る
だ
ろ
う
と
待
っ
て
い
ら
れ
る
な

ら
、
何
を
嘆
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

額
田
王
と
鏡
王
女
は
額
田
部
で
誕
生

　

さ
て
、
額
田
部
の
地
は
、
佐
保
川
、
富
雄
川
、
初
瀬
川
が
大
和
川
に
合
流
す
る
一
帯
で
あ
る
が
、
高
名
な
歴
史
学
者
の
「
岸
俊
男

先
生
」
の
著
述
に
よ
る
と
、
額
田
王
は
、
恐
ら
く
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
天
智
天
皇
妃
を
譲
り
受
け
藤
原
鎌
足

の
正
妻
に
な
っ
た
「
鏡
王
女
」
は
姉
で
あ
る
の
で
、

同
じ
く
こ
の
地
で
誕
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

神
戸
女
子
大
学
の
鈴
鹿
教
授
に
よ
る
と
、「
薬
師
寺

縁
起
」
に
「
采
女
・
鏡
王
額
田
部
姫
王
、
生
一
女
・

十
市
女
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
大
海
人
皇
子
の
妃
で

あ
っ
た
「
額
田
王
」
を
指
し
て
い
る
。
額
田
王
と
鏡

王
女
の
父
親
は
「
鏡
王
」
で
あ
る
が
、
出
身
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
恐
ら
く
こ
の
地
に
居
た
で
あ
ろ
う

と
い
わ
れ
る
。
然
し
、
近
江
の
鏡
神
社
や
鏡
山
の
あ

る
「
鏡
の
里
」、
つ
ま
り
、
今
の
「
野
洲
」
で
あ
っ

鏡王女歌碑（忍坂道）

額田王歌碑（山の辺の道）
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た
可
能
性
も
言
わ
れ
る
。
同
地
を
訪
問
し
た
時
、
土
地
の
古
老
に
こ
の
里
の
名
称
の
謂
れ
を
尋
ね
た
が
、
鏡
が
発
掘
さ
れ
た
か
ら
で

し
ょ
う
と
の
他
愛
無
い
返
事
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
天
皇
の
妃
は
、「
皇
后
」
一
人
、「
妃ひ

」
が
内
親
王
二
人
、「
夫ぶ
　
じ
ん人
」
が
中
央
豪
族
の
娘
三
人
、「
嬪ひ
ん

」
つ
ま
り
采
女
は
、
地

方
豪
族
の
娘
四
人
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
額
田
王
は
采
女
で
あ
っ
た
の
で
、
地
方
豪
族
の
娘
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
額
田
部
は
、

中
央
の
飛
鳥
に
近
い
が
地
方
に
入
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
大
伴
氏
や
蘇
我
氏
の
よ
う
な
大
豪
族
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
「
鏡
王
」
は

近
江
の
豪
族
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。
尚
、
推
古
天
皇
の
名
前
は
「
額
田
部
皇
女
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
地
と
何
ら
か
の
関
係
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

額
田
部
は
当
時
の
高
級
住
宅
地

　

岸
先
生
の
お
弟
子
で
国
立
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
当
時
の
狩
野
調
査
部
長
に
よ
る
と
、「
額
田
部
」
や
「
飽
波
」
の
地
は
、「
斑

鳩
」
に
も
近
く
川
に
挟
ま
れ
た
肥
沃
な
農
耕
地
が
周
囲
に
あ
り
、
複
数
の
豪
族
が
居
住
し
て
い
た
。
元
は
、
出
雲
出
身
の
豪
族
で

あ
っ
た
「
額
田
部
連
」
も
然
り
。
ま
た
王
の
宮
も
あ
っ
た
由
で
、
聖
徳
太
子
も
こ
の
地
の
宮
に
居
住
し
た
形
跡
も
あ
る
由
。
つ
ま

り
、
こ
の
地
は
、
当
時
の
高
級
住
宅
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
風
景
を
み
る
と
、
田
圃
の
中
に
民
家
が
混
在
し
て
お
り
、
民
家

も
、
よ
く
田
舎
で
見
ら
れ
る
極
く
庶
民
的
な
家
屋
が
集
ま
っ
て
お
り
、
軒
と
軒
と
の
間
道
も
狭
い
。
千
四
百
年
後
の
姿
で
あ
る
。

　
　

額
安
寺

　

当
地
に
「
額
安
寺
」
と
い
う
古
寺
が
あ
る
。
元
は
、
聖
徳
太
子
が
、
学
問
道
場
「
熊く
ま
ご
り
し
ょ
う
じ
ゃ

凝
精
舎
」
を
置
い
た
旧
地
で
、
額
安
寺
は
推
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古
天
皇
の
命
名
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
当
寺
は
後
の
「
大
安
寺
」
の
前
身
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
尚
、
当
寺
の
脇
に
は
、「
推
古
神
社
」
が
鎮
座
し
て
お
り
、
境
内
は
き
れ
い
に
清
掃

が
行
き
届
い
て
い
る
。
額
安
寺
は
、
七
堂
伽
藍
の
大
寺
で
あ
っ
た
が
、
衰
退
し
、
鎌
倉
期
に

は
、
高
僧
の
「
興
正
」
や
「
忍
性
」
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
が
、
以
後
戦
火
に
遭
い
本
堂
を

残
す
の
み
で
衰
退
し
た
由
。
数
日
前
の
新
聞
報
道
で
は
、
近
年
の
三
代
に
わ
た
る
住
職
の
尽

力
で
、
本
堂
の
改
築
、
菩
薩
堂
の
建
設
や
境
内
も
一
新
し
て
美
し
く
蘇
っ
て
い
る
。
無
論
、

現
在
の
境
内
は
小
規
模
で
あ
る
。

　

受
付
に
伺
う
と
、
お
堂
内
部
を
拝
観
さ
れ
ま
す
か
と
い
う
の
で
、
拝
観
料
四
百
円
を
払
う

と
、
本
堂
と
菩
薩
堂
を
開
扉
し
て
く
れ
た
。
一
月
末
の
寒
空
の
中
、
こ
ん
な
処
ま
で
参
観
に

来
る
酔
狂
な
人
は
少
な
い
と
見
え
て
、
参
観
者
は
小
生
一
人
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
拝
観
下

さ
い
と
い
っ
て
、
受
付
嬢
は
下
が
っ
た
。
本
堂
の
本
尊
は
、
彩
色
が
濃
厚
に
残
る
「
十
一
面
観
音
立
像
」
が
大
き
な
厨
子
に
安
置
さ

れ
て
お
り
、
両
側
に
脇
菩
薩
立
像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
奥
に
は
、
聖
徳
太
子
の
青
年
像
の
掛
け
軸
や
不
動
明
王
が
配
備
さ
れ
て
い

る
。

　
「
菩
薩
堂
」
は
、
境
内
の
山
門
の
正
面
に
あ
り
、
中
に
は
、
来
迎
印
の
「
虚
空
蔵
菩
薩
」
と
獅
子
に
跨
っ
た
「
文
殊
菩
薩
」
が
ガ

ラ
ス
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
本
邦
最
古
と
さ
れ
、
文
殊
菩
薩
も
平
安
期
十
一

世
紀
造
立
と
さ
れ
て
い
る
。
両
堂
と
も
に
、
ゆ
っ
く
り
と
拝
観
さ
せ
て
貰
い
、
拝
観
料
に
は
充
分
以
上
に
見
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

再
建
な
っ
た
ば
か
り
の
堂
は
眩
い
限
り
だ
が
、
後
世
参
観
に
来
る
人
達
は
、
き
っ
と
古
い
建
物
と
し
て
拝
観
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ 額安寺



� �

う
。

　

当
寺
か
ら
脇
道
を
北
側
に
登
る
と
、「
鎌
倉
墓
」
と
称
す
る
、
額
安
寺
の
墓
地
が
あ
り
、
観
音
様
の
石
造
立
像
が
あ
り
、
前
面
に

は
、
か
な
り
の
数
の
古
い
五
輪
搭
が
あ
る
。
僧
「
忍
性
」
の
大
き
な
五
輪
搭
も
あ
る
。
八
基
が
重
要
文
化
財
と
い
う
。
細
い
路
地
を

進
む
と
、「
史
跡
額
田
部
窯
跡
」
と
の
石
碑
が
立
っ
て
お
り
、
小
屋
が
あ
る
。
扉
は
自
由
に
開
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
開

け
る
と
、
中
に
、
窯
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
に
三
基
発
見
さ
れ
た
内
の
一
基
が
保
存
さ
れ
て
い
る
由
で
、
鎌
倉
期
に
額

安
寺
の
瓦
を
焼
い
た
遺
構
と
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
話　

額
田
王
と
鏡
王
女
（
二
）

　
　

額
田
王
と
鏡
王
女
は
同
一
人
物
な
の
か

　
「
明
日
香
風
」
一
〇
〇
号
記
念
号
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
発
行
）
に
高
名
な
歴
史
学
の

大
家
「
直
木
孝
次
郎
先
生
」
の
爆
弾
的
論
文
が
、「
万
葉
歌
人
、
鏡
王
女
、
の
実
名
を
探
る
」

と
の
タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
れ
た
。
先
生
の
結
論
は
、「
額
田
王
」
は
「
鏡
王
女
」
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
従
来
の
通
説
で
は
、
鏡
女
王
と
額
田
王
は
、
鏡
王
の
娘
で
姉
妹
で
あ
る
と
了
解

さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
権
威
の
直
木
先
生
の
説
に
従
え
ば
、
諸
々
支
障
が
生
じ
て
、
浅
薄

な
小
生
の
頭
は
混
乱
す
る
の
で
、
整
理
し
て
み
た
い
。

鏡王女墓
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通
説
と
そ
の
根
拠

　

鏡
王
女
と
額
田
王
は
姉
妹
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鏡
王
女
は
鏡
女
王
と
同
じ
で
あ
り
、
鏡
姫
王
と
も
呼
ば
れ
た
。

一
．
興
福
寺
縁
起

　

�　

九
世
紀
期
末
、
成
立
し
た
興
福
寺
縁
起
に
は
、「
天
智
天
皇
二
年
、
内
大
臣
（
鎌
足
）
の
嫡
室
・
鏡
女
王
が
…　

尊
像
を
安
置

せ
ん
と
…　

山
階
に
宝
殿
を
構
ず
…
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鏡
女
王
は
、
鎌
足
の
嫡
室
に
迎
え
ら
れ
て
お
り
、　

山や
ま
し
な
で
ら

階
寺
を
造
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
．
万
葉
集

　

�　

第
一
話
（
三
）
の
万
葉
歌
・
巻
二―
九
三
の
題
詞
に
は
、「
内
大
臣
藤
原
卿
、
鏡
王
女
を
娉よ
ば

ふ
時
、
鏡
王
女
、
内
大
臣
に
贈
る

歌
一
首
」
と
あ
る
。

三
．
日
本
書
紀

　

�　

天
武
紀
二
年
に
「
鏡
王
女
額
田
姫
王
」
の
記
述
あ
り
。
鏡
王
の
娘
・
額
田
部
姫
王
の
意
。
天
武
十
二
年
に
「
天
武
天
皇
が
鏡
姫

王
の
宅
へ
見
舞
い
に
訪
れ
、
翌
五
日
、
鏡
姫
王
が
薨
じ
た
」
と
あ
り
、
天
皇
が
見
舞
い
に
訪
れ
る
ほ
ど
丁
重
に
扱
わ
れ
る
高
貴
な

女
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

�　

天
武
紀
五
年
に
は
、
親
王
、
皇
女
、
姫
王
、
内
命
婦
の
記
述
が
あ
り
、
持
統
紀
五
年
に
は
、
親
王
、
内
親
王
、
女
王
、
内
命
婦

の
記
述
が
あ
り
、
姫
王
に
対
応
す
る
称
号
は
、
女
王
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
万
葉
学
者
の
間
で
は
、
姫
王
と
い
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う
称
号
は
、
女
王
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
。

四
．
記
紀
・
続
日
本
紀

　

�　

実
例
か
ら
、
大
宝
律
令
以
前
に
は
、
天
皇
か
ら
生
ま
れ
た
一
世
は
、「
皇
子
」、「
皇
女
」
と
呼
ば
れ
、
二
世
王
（
皇
子
・
皇
女

の
子
供
）
以
下
は
、
王
、
女
王
（
ま
た
は
姫
王
）
と
呼
ん
で
い
た
。
ま
た
「
女
王
」
を
略
し
て
「
王
」
と
い
う
例
も
多
い
。

五
．
薬
師
寺
縁
起

　

�　
「
采
女
・
鏡
王
額
田
部
姫
王
、
生
一
女
、
十
市
女
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
鏡
王
の
娘
・
額
田
部
姫
王
（
女
王
）
と
さ
れ
、
十
市

と
い
う
女
子
を
産
ん
だ
。
尚
、
十
市
皇
女
は
「
額
田
王
」
の
娘
で
あ
る
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

六
．
鏡
女
王
は
実
在
し
た
。

　

�　
「
延
喜
式
」
の
舒
明
天
皇
を
祀
る
、
押
坂
内
陵
の
項
に
「
押
坂
墓
、
鏡
女
王
、
押
坂
陵
域
内
、
東
南
に
あ
り
、
墓
守
な
し
」
の

記
載
が
あ
り
、
実
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
に
、
忍
坂
（
押
坂
）
街
道
の
山
手
、
外
鎌
山
麓
に
あ
る
、
舒
明
天
皇
陵
の
上
手

の
田
圃
道
を
上
る
と
、
鏡
女
王
墓
所
が
存
在
し
て
お
り
、
田
圃
道
脇
の
細
流
に
、
巻
二―

九
二
の
彼
女
の
万
葉
歌
碑
が
置
か
れ
て

い
る
。（
更
に
上
手
に
は
、
欽
明
天
皇
の
皇
女
と
さ
れ
る
大
伴
皇
女
の
墓
所
も
あ
る
）

七
．
額
田
王
と
鏡
王
女
の
万
葉
歌

　
　

第
一
話
（
四
）
の
万
葉
歌
・
巻
四―

四
九
一
・
四
九
二
は
額
田
王
と
鏡
王
女
が
、
そ
れ
ぞ
れ
天
智
天
皇
を
恋
し
く
思
っ
て
歌
っ



10 10

た
歌
で
あ
る
。

　
　

直
木
説
の
結
論
と
根
拠

　

額
田
王
は
、
鏡
王
女
と
同
一
の
女
性
で
あ
る
。
鏡
王
女
の
名
を
鏡
女
王
と
す
る
説
は
、
成
り
立
た
ず
、
九
世
紀
末
成
立
し
た
「
興

福
寺
縁
起
」
は
、
孤
立
し
た
伝
え
で
あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
鏡
王
女
の
名
で
伝
わ
る
、
あ
の
巧
み
な
歌
の
作
り
手
は
、
額

田
王
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。

一
．
女
王
は
略
し
て
王
と
い
う
場
合
は
あ
る
が
、
女
王
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
、
王
女
と
い
う
例
は
無
い
。

二
．
万
葉
集
に
は
、
王
と
女
王
の
例
数
は
、
王
が
二
十
二
、
女
王
は
七
で
、
計
二
十
九
に
な
る
。
こ
の
中
で
、
父
の
名
を
継
い
だ
王

　

�

と
女
王
は
一
人
も
い
な
い
。
母
と
同
名
の
皇
子
、
皇
女
、
王
、
女
王
も
極
め
て
少
な
い
。
皇
子
、
皇
女
の
名
は
、
そ
の
「
出
生
の

地
名
」
や
「
乳
母
の
苗
字
」
に
因
ん
で
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
王
や
王
女
に
つ
い
て
も
、
同
じ
と
考
え
ら
れ

る
が
、
父
の
名
を
継
ぐ
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

三
．
養
老
令

　

�　

養
老
令
で
は
、
王
は
、
内
親
王
を
娶
れ
る
が
、
臣
は
、
天
皇
か
ら
数
え
て
五
代
目
の
女
王
な
ら
妻
に
で
き
る
が
、
四
世
ま
で
の

女
王
を
娶
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
あ
る
。
現
存
す
る
の
は
、
養
老
齢
の
令
文
だ
が
、
こ
の
規
則
は
、
大
宝
令
ま
で
遡
り
、
規
則

の
精
神
は
天
智
期
に
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
女
王
の
鏡
が
、
臣
下
の
鎌
足
の
嫡
室
に
な
る
の
は
、
簡
単
で
は
な
い
。
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四
．
尊
像
の
制
作
開
始
時
期

　
�　

興
福
寺
縁
起
で
の
尊
像
に
関
し
、
古
代
日
本
で
生
存
し
た
人
の
肖
像
が
い
つ
か
ら
製
作
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
法
隆
寺
夢
殿

の
「
行
信
像
」
と
唐
招
提
寺
の
「
鑑
真
像
」
が
最
古
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
後
半
で
あ
り
、
僧
侶
で
あ
る
。
六
六
九
年
に
没

し
た
、
俗
人
で
も
あ
る
鎌
足
の
尊
像
を
安
置
す
る
と
い
う
所
伝
は
、
到
底
事
実
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
鎌
足
の
嫡
室

鏡
女
王
の
存
在
も
疑
問
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
物
語
は
、
鎌
足
の
呼
び
か
け
に
鏡
王
女
が
答
え
た
歌
が
万
葉
集
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
思
い
つ
い
て
、
鏡
王
女
を
鏡
女
王
に
改
め
て
作
っ
た
話
で
は
な
い
か
。

五
．
額
田
王
と
鏡
王
女
の
万
葉
歌
の
贈
答
歌
の
存
在
（
通
説
・
七
項
の
二
首
）

　
　

万
葉
研
究
の
第
一
人
者
・
伊
藤
博
博
士
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
後
人
の
作
と
考
え
る
。

六
．
万
葉
歌
・
巻
二―

九
二
・
九
三
（
上
記
）
に
つ
い
て

　

�　

い
ず
れ
も
作
者
は
、
鏡
王
女
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
額
田
王
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
。
鏡
王
の
女む
す
めと
い

え
ば
、
額
田
王
に
決
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
歌
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
歌
で
あ
る
。
額
田
王
の
名
を
記
し
て
い
る
歌
は
、
公
的

な
場
合
の
歌
で
あ
る
。

　
　

直
木
説
を
正
論
と
し
た
場
合

一
．
忍
坂
街
道
に
あ
る
、
鏡
女
王
の
墓
は
、
無
論
、
額
田
王
の
墓
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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二�

．
鎌
足
は
、
天
智
天
皇
と
共
に
蘇
我
宗
家
を
滅
ぼ
し
、
ト
ッ
プ
の
内
大
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
、
た
だ
一
人
「
大
職
冠
」
を
貰
う
ほ

ど
に
貢
献
し
た
。
故
に
、
特
別
に
天
智
か
ら
、
采
女
の
鏡
王
女
を
譲
り
受
け
、「
我
は
も
や　

安
見
児
得
た
り
皆
人
の　

得
か
て

に
す
と
い
ふ
安
見
児
得
た
り
」
と
い
う
大
喜
び
す
る
歌
（
巻
二―

九
五
）
が
あ
る
。
こ
の
采
女
は
、
地
方
豪
族
・
鏡
王
の
娘
で
あ

る
、
鏡
王
女
と
の
了
解
で
あ
る
の
で
、
無
論
、
額
田
王
に
な
る
。

三�

．
鎌
足
の
正
妻
に
な
っ
た
、
鏡
王
女
が
生
ん
だ
と
い
う
「
不
比
等
」
は
、
額
田
王
の
息
子
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
不
比
等
と
「
十

市
皇
女
」
は
、
異
父
姉
弟
に
な
る
。

四�

．
額
田
王
は
、
最
初
、
大
海
人
皇
子
妃
に
な
り
、
そ
の
後
、
天
智
天
皇
妃
と
な
り
、
そ
の
後
、
鎌
足
の
妻
と
な
っ
た
訳
で
、
変
遷

の
激
し
い
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
興
福
寺
の
、
元
に
な
っ
た
山
科
の
「
山
階
寺
」
は
、
無
論
、
額
田
王
が
鎌
足
の

菩
提
を
弔
う
為
に
建
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

結
論
と
し
て
は
、
ご
高
名
な
直
木
先
生
の
新
説
で
は
あ
る
が
、
不
自
然
で
無
理
が
あ
る
と
思
え
る
。
小
生
と
し
て
は
、
通
説
の
方

が
、
自
然
で
あ
り
、
且
ロ
マ
ン
も
あ
り
、
通
説
に
従
い
た
い
。
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第
三
話　

紀
路
を
歩
く

　

久
し
振
り
の
快
晴
の
元
、
朝
は
早
目
の
出
発
を
し
て
、
近
鉄
・
吉
野
線
の
「
市
尾
駅
」
に
は
、
二
時
間
ほ
ど
で
到
着
し
た
。
当
地

は
、
奈
良
県
高
取
町
に
な
る
。
市
尾
か
ら
は
、「
山
の
辺
の
道
」
に
次
ぐ
古
道
と
言
わ
れ
る
「
紀
路
」、
つ
ま
り
、「
高
野
街
道
」
に

沿
っ
て
北
に
向
っ
て
、「
飛
鳥
駅
」
に
至
る
べ
く
散
歩
ル
ー
ト
を
決
め
た
。
途
上
に
は
、
数
多
く
の
六
～
七
世
紀
築
造
の
古
代
の
皇

族
や
有
力
者
の
古
墳
が
連
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
、
今
日
の
目
当
て
で
あ
る
。

　
　

市
尾
宮
塚
古
墳

　

和
歌
山
方
面
に
続
く
紀
路
は
、
ほ
ぼ
近
鉄
吉
野
線
に
沿
っ
て
お
り
、
北
か
ら
市
尾
辺
り
ま

で
は
、
国
道
一
六
九
号
が
平
行
し
て
走
っ
て
い
る
。
市
尾
駅
か
ら
紀
路
に
入
る
と
、
流
石
に

古
道
の
風
情
が
あ
り
、
脇
の
家
並
み
は
旧
家
屋
が
目
立
つ
。
西
に
進
む
と
直
ぐ
に
「
市
尾
宮

塚
古
墳
」
に
上
る
石
段
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
、
全
長
四
四
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
部

は
径
二
三
ｍ
、
高
七
ｍ
で
、
玄
室
は
六
ｍ
の
横
穴
式
石
室
の
由
。
珍
し
く
、
開
口
部
の
鉄
柵

か
ら
「
家
型
石
棺
」
が
羨
道
の
奥
に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
開
口
部
に
近
づ
く
と

自
動
的
に
石
室
に
電
気
が
灯
る
仕
掛
け
に
し
て
あ
り
、
よ
く
分
か
り
、　

こ
れ
も
珍
し
い
。

出
土
品
は
、
金
銅
製
太
刀
、
馬
具
、
耳
飾
り
、
金
銀
歩
揺
、
鉄
製
品
、
水
晶
、
ガ
ラ
ス
玉
な

ど
で
有
力
者
の
墓
と
さ
れ
て
い
る
。
六
世
紀
中
葉
の
築
造
。

市尾宮塚古墳
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市
尾
墓
山
古
墳

　

全
長
七
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
周
濠
を
入
れ
る
と
一
〇
〇
ｍ
。
横
穴
式
石
室
を
持
ち
、
六
ｍ
長
の
凝
灰
岩
の
家
形
石
棺
が
出
土

し
た
由
。
こ
ち
ら
は
、
開
口
部
に
扉
が
あ
る
が
、
中
は
真
っ
暗
で
何
も
見
え
な
い
。
武
器
、
馬
具
、
玉
類
、
土
器
、
木
製
品
や
埴
輪

な
ど
が
出
土
し
、
被
葬
者
は
豪
族
と
さ
れ
、
六
世
紀
初
め
の
築
造
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
は
、
平
地
に
ど
か
っ
と
坐
っ
て
お

り
、
古
墳
上
に
は
、
樹
木
も
無
く
丸
坊
主
の
状
態
の
古
墳
全
体
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
古
墳
上
に
も
昇
れ
る
の
で
、
上
か
ら
は
、
遥

か
西
の
二
上
山
が
く
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

森
カ
シ
谷
遺
跡

　

途
上
、「
薩
摩
」
と
い
う
地
所
を
過
ぎ
て
、
高
取
中
学
校
脇
を
北
に
上
っ
て
行
く
と
「
森
」
と
い
う
地
所
に
「
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル
」

と
い
う
立
派
な
公
民
館
が
あ
り
、
そ
の
北
側
の
佐
田
丘
陵
に
「
森
カ
シ
谷
遺
跡
」
が
あ
る
。
大
規
模
な
土
塁
で
あ
る
。
高
取
町
教
育

委
員
会
の
発
掘
調
査
で
、
こ
の
遺
跡
は
、
飛
鳥
時
代
の
「
砦
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
後
、
古
墳
時
代
終
末
期
の
古
墳
が

築
か
れ
た
こ
と
も
判
明
し
た
由
。
砦
は
、
紀
路
の
交
通
の
要
所
に
設
置
さ
れ
、
紀
路
を
真
下
に
見
下
ろ
し
、
飛
鳥
京
を
防
御
す
る
為

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
建
物
跡
、
濠
、
排
水
溝
や
柵
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
砦
築
造
の
時
期
は
、
七
世
紀
後
半
と
さ
れ
て

い
る
。

　

因
み
に
、
こ
の
辺
り
の
地
名
に
は
、「
薩
摩
」
が
あ
り
、
東
に
は
「
吉
備
」、「
松
山
」
が
あ
り
、
西
に
は
「
兵
庫
」、
南
に
は
「
土

佐
」
と
い
っ
た
具
合
で
、
古
代
、
飛
鳥
京
建
設
に
各
地
か
ら
召
集
さ
れ
た
工
人
や
労
働
者
が
住
み
着
い
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
、
良

く
わ
か
る
。「
森
」
か
ら
、
更
に
北
に
向
っ
て
坂
を
上
っ
て
い
く
と
、「
佐
田
」
と
い
う
地
所
に
着
く
。



15 15

　
　

岡
宮
天
皇
陵

　

佐
田
に
は
、
宮
内
庁
が
比
定
す
る
「
岡
宮
天
皇
陵
」
が
存
在
す
る
。
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
「
草
壁
皇
子
」

は
、
没
後
「
岡
宮
天
皇
」
と
追
贈
さ
れ
た
。
石
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
、
白
い
鳥
居
が
あ
る
。
脇
に
は
、
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、

脇
か
ら
は
玉
垣
の
中
に
径
二
〇
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
が
見
ら
れ
る
。
持
統
天
皇
は
、
我
が
子
の
草
壁
皇
子
が
夫
の
天
武
の
次
代
と
し
て
即

位
す
る
こ
と
を
熱
望
し
、
ラ
イ
バ
ル
と
さ
れ
た
文
才
武
勇
共
に
類
ま
れ
な
逸
材
と
さ
れ
て
い
た
、
同
母
姉
の
「
大
田
皇
女
」
と
天
武

と
の
皇
子
「
大
津
皇
子
」
を
謀
反
の
罪
を
被
せ
て
刑
死
さ
せ
る
ま
で
し
た
が
、
生
憎
、
草
壁
は
二
十
八
才
の
若
さ
で
死
去
し
た
。
そ

こ
で
、
持
統
は
、
草
壁
と
後
に
元
明
女
帝
に
な
る
「
阿あ
へ
の
ひ
め
み
こ

閇
皇
女
」
の
皇
子
で
あ
る
、
孫
の
「
軽
皇
子
」（
後
の
文
武
天
皇
）
を
天
皇

に
せ
ん
と
し
、
幼
少
の
軽
皇
子
が
成
長
す
る
六
九
八
年
ま
で
、
自
身
が
帝
位
に
就
い
た
経
緯
が
あ
る
。

　
　

束
明
神
古
墳

　

近
く
に
「
束
つ
か
み
ょ
う
じ
ん

明
神
古
墳
」
の
高
い
石
段
が
あ
り
、
春
日
神
社
の
鳥
居
が
あ
る
。
石
段
を
上
り
き
る
と
、
社
殿
脇
に
円
墳
状
の
墳
墓

が
あ
る
。
高
取
町
教
育
委
員
会
の
説
明
板
に
よ
る
と
、
径
六
〇
ｍ
の
終
末
期
古
墳
で
七
世
紀
後
半
の
築
造
で
、「
八
角
形
古
墳
」
と

あ
る
。
出
土
し
た
歯
の
鑑
定
か
ら
性
別
は
不
明
だ
が
、
被
葬
者
は
青
年
か
ら
壮
年
と
さ
れ
、
皇
族
級
の
墳
墓
の
特
徴
で
あ
る
八
角
形

墳
と
石
槨
の
規
模
の
大
き
さ
、
出
土
し
た
石
棺
、
須
恵
器
な
ど
か
ら
、
こ
ち
ら
が
、
本
当
の
「
草
壁
皇
子
」
の
墳
墓
の
可
能
性
が
大

と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

マ
ル
コ
山
古
墳

　

束
明
神
古
墳
の
あ
る
、
越
智
丘
陵
か
ら
北
方
の
真
弓
丘
陵
に
は
、
有
名
な
史
跡
「
マ
ル
コ
山
古
墳
」
が
あ
る
。
名
の
通
り
丸
い
墳
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丘
が
遠
く
か
ら
で
も
見
え
る
。
墳
丘
上
に
は
樹
木
は
無
く
、
除
草
も
さ
れ
、
丁
寧
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。
墳
丘
上
か
ら
は
、
東
の
飛
鳥
地
方
が
綺
麗
に
眺
望
で
き
る
。
こ
の
古
墳
は
、
対

角
辺
二
四
ｍ
の
二
段
式
「
六
角
形
墳
」
で
凝
灰
岩
の
二･

七
ｍ
長
の
横
口
式
石
槨
で
、
内
部

全
面
に
漆
喰
が
塗
ら
れ
て
い
た
由
。
木
棺
に
は
金
銅
製
飾
金
具
、
副
葬
品
は
金
銅
製
太
刀
、

金
具
、
錠
が
出
土
し
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
の
築
造
で
、
被
葬
者
は
皇
族
ク
ラ
ス
の
人

と
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
脇
に
咲
い
て
い
る
紅
梅
が
、
周
り
の
冬
の
枯
れ
木
の
中
に
目
立
っ
て

美
し
い
。

　
　

真
弓
鑵
子
塚
古
墳

　

最
近
、
こ
の
古
墳
は
新
聞
を
賑
わ
し
て
い
る
。
マ
ル
コ
山
古
墳
か
ら
、
飛
鳥
駅
に
向
う
途

中
に
「
櫛
玉
命
神
社
」
が
あ
り
、
そ
の
脇
の
田
圃
道
を
北
に
坂
を
上
っ
て
行
く
と
三
十
分
ほ
ど
で
車
道
に
出
る
。
其
処
か
ら
山
道
を

下
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
真ま
ゆ
み
か
ん
す
づ
か
こ
ふ
ん

弓
鑵
子
塚
古
墳
」
が
あ
り
、
現
在
も
明
日
香
村
教
育
委
員
会
の
調
査
が
続
行
さ
れ
て
お
り
、
十
名
ほ
ど
の

作
業
員
が
墳
墓
上
で
作
業
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
古
墳
は
径
二
三
ｍ
、
高
さ
五
ｍ
の
円
墳
で
あ
り
、
横
穴
式
石
室
は
南
北
二
つ
の
羨
道

を
持
つ
特
異
な
石
室
で
あ
り
、
六
ｍ
長
、
四
ｍ
幅
、
五
ｍ
高
さ
の
巨
大
な
玄
室
を
持
っ
て
い
る
。
今
ま
で
、
金
銅
飾
り
金
具
、
馬
具

や
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
六
世
紀
後
半
の
築
造
で
、
被
葬
者
は
渡
来
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
続
行
中
の
調
査
結
果
で
、

ま
た
新
し
い
発
見
が
予
想
さ
れ
る
。

　

近
く
に
は
、「
牽け
ん
ご
し
づ
か
こ
ふ
ん

牛
子
塚
古
墳
」
と
有
力
氏
族
の
墳
墓
と
さ
れ
る
「
岩
屋
山
古
墳
」
が
あ
る
。
牽
牛
子
塚
古
墳
の
石
室
は
、
磐
塊 マルコ山古墳
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を
刳
り
貫
い
て
二
室
あ
り
、
生
前
か
ら
の
斉
明
の
希
望
通
り
に
、
斉
明
天
皇
自
身
と
娘
の
「
間は
し
ひ
と
の
ひ
め
み
こ

人
皇
女
」
と
の
「
二
棺
合
葬
墳
」
で

あ
る
と
の
学
説
が
有
力
で
あ
る
。
西
側
の
「
車
木
」
の
地
の
山
手
の
石
段
を
登
る
と
、
宮
内
庁
が
比
定
す
る
「
斉
明
天
皇
陵
」
と
子

の
天
智
天
皇
の
皇
女
で
天
武
天
皇
妃
、
つ
ま
り
、
孫
に
当
た
る
「
大
田
皇
女
墳
墓
」
が
並
ん
で
あ
る
事
は
、
拙
作
「
歴
史
散
歩
と
逸

話
」
に
も
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
何
れ
も
参
観
済
み
な
の
で
、
近
く
の
一
風
変
わ
っ
た
民
家
風
の
喫
茶
店
に
入
り
一
服
し
て
、
飛

鳥
駅
に
向
っ
た
。
今
日
は
、
一
五
㎞
ほ
ど
の
気
分
が
和
ら
ぐ
散
歩
で
あ
っ
た
。

　

奈
良
盆
地
東
の
大
和
青
垣
と
言
わ
れ
る
山
麓
に
あ
る
、
飛
鳥
か
ら
北
の
平
城
に
向
か
う
最
古
の
古
道
と
言
わ
れ
る
「
山
の
辺
の

道
」
に
は
、
多
く
の
古
代
天
皇
陵
、
皇
族
や
有
力
者
の
古
墳
が
連
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
南
の
紀
の
国
に
向
う
「
紀
路
」
に
も

皇
族
や
有
力
者
の
古
墳
が
連
な
っ
て
い
る
の
が
歴
然
と
わ
か
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

　

第
四
話　

お
水
取
り
の
話

　

東
大
寺
・
二
月
堂
の
「
お
水
取
り
」
は
、
正
に
春
を
告
げ
る
行
事
で
、
そ
の
声
を
聞
く
と

も
う
春
は
近
い
。
お
水
取
り
は
、「
修し
ゅ
に
え
二
会
」
と
言
い
、
二
月
を
修
め
る
と
い
う
意
味
だ
が
、

お
水
取
り
が
終
わ
る
と
、
毎
年
必
ず
、
め
っ
き
り
春
め
い
て
来
る
。
寒
い
冬
を
耐
え
て
き

て
、
春
を
待
ち
焦
が
れ
る
時
期
に
な
る
と
、
皆
、「
奈
良
の
お
水
取
り
が
始
ま
る
」
と
言
っ

て
、
青
葉
の
季
節
が
近
い
こ
と
を
覚
り
、
気
分
が
う
き
う
き
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

東大寺二月堂
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十
一
面
悔
過

　

お
水
取
り
、
つ
ま
り
修
二
会
は
、
旧
暦
で
は
二
月
、
新
暦
の
三
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
正
式
名
は
「
十じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
け
か

一
面
悔
過
」
と
言
い
、
人

間
が
本
性
的
に
持
っ
て
い
る
様
々
な
罪
過
を
、
二
月
堂
の
本
尊
「
十
一
面
観
音
菩
薩
」
に
懺
悔
し
て
、
鎮
護
国
家
、
天
下
安
泰
、
五

穀
豊
穣
、
万
民
豊
楽
な
ど
人
々
の
幸
福
を
願
う
行
事
で
あ
る
。

　

行
事
に
参
加
す
る
十
一
人
の
練
行
衆
は
、
前
年
の
十
二
月
十
六
日
の
良
弁
僧
正
の
命
日
に
管
長
に
よ
り
選
抜
さ
れ
、「
別
火
」
と

い
う
事
前
行
事
を
二
月
か
ら
行
い
、
三
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
「
本
行
」
で
は
、
一
汁
一
菜
の
昼
食
で
、
ご
本
尊
に
懺
悔
し
、

様
々
な
経
文
を
読
経
し
、「
南
無
観
自
在
菩
薩
」（
観
音
菩
薩
に
帰
依
し
ま
す
）
と
繰
り
返
し
唱
え
な
が
ら
、
厳
し
い
行
を
お
こ
な

う
。
こ
の
行
事
は
、
練
行
衆
の
外
、
補
佐
す
る
も
の
を
含
め
、
計
四
十
人
の
チ
ー
ム
で
行
う
。
尚
、
別
火
で
は
、
俗
界
と
は
別
の
火

を
用
い
る
為
、
火
打
ち
石
で
火
を
お
こ
す
。

　
　

上
野
道
善
管
長
は
二
百
十
九
代
別
当

　

現
在
の
管
長
「
上
野
道
善
氏
」
は
、
過
去
三
十
一
回
練
行
衆
と
し
て
選
抜
さ
れ
実
行
さ
れ
た
由
で
、
最
多
の
記
録
保
持
者
で
あ

る
。
お
水
取
り
は
、
大
仏
開
眼
と
同
じ
年
の
七
五
二
年
、
初
代
別
当
・
良
弁
僧
正
の
高
弟
で
あ
る
「
実じ
っ
ち
ゅ
う
か
し
ょ
う

忠
和
尚
」
に
よ
り
始
め
ら

れ
、
平
成
二
十
年
で
一
二
五
七
回
目
と
い
う
。
過
去
、
東
大
寺
は
、
平
安
末
期
の
「
平
重
衡
」
の
南
都
焼
き
討
ち
、
中
世
期
の
三

好
・
松
永
の
乱
で
の
被
災
、
明
治
維
新
、
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
の
最
悪
の
状
況
下
に
お
い
て
も
一
度
も
止
め
る
こ
と
は
無
か
っ
た

と
い
う
。
上
野
管
長
は
、
昭
和
十
四
年
、
天
理
市
の
生
ま
れ
で
、
龍
谷
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
東
大
寺
に
入
ら
れ
、
平
成
十
九
年
五
月

二
百
十
九
代
別
当
に
就
任
さ
れ
た
。
大
変
温
厚
な
人
柄
で
、
親
し
み
の
あ
る
話
ぶ
り
を
さ
れ
る
。


